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〜新型コロナ対策として「室内の温度を下げずに換気できるシステムが欲しいと思う」方が 29.1％〜 

冬場の光熱費抑制と換気意識に関する調査結果報告書 
 

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所では、全国（沖縄を除く）の一戸建てにお住まいの既婚女性を対象に、今冬の光熱費を抑え

る工夫やウイルス対策としての換気意識、自宅の寒さにおける困りごとなどについて調査を実施しましたのでご報告しま

す。なお、有効回答：665、調査時期： 2021年 12月 16日から 12月 24日です。 

 

■調査結果について 

燃料費などの高騰が自宅の光熱費に影響があると思うか？との質問に、影響があるとの回答が約 9割に達していま

す。その対応策（＝光熱費を抑える）としては、厚着・重ね着などが上位となるとともに、家族が集うリビングなどを集中的

に暖めるも 32.9％となっています。 

さらに、新型コロナウイルスにより、定期的な換気が求められる中、最もニーズが高いのが「室内の温度を下げずに換気

できるシステムが欲しいと思う」で 3割弱。「光熱費がかかるが、ウイルス対策を優先して窓を開けての定期的な換気を

行うつもり」の方が約 2割となっています。 

また、一戸建てにお住まいで、冬場、家の中が寒く感じることがある方が 63.7％に達しており、困りごととしては、「リビン

グに比べて、それ以外の部屋（脱衣所やお風呂、トイレなど）の温度差が大きい」が最も多く 5割弱となっています。 

 

■調査結果の要約 

● 今年の冬、電力、ガス、灯油などが高騰すると、自宅の光熱費に影響があると思う方が 89.3% 

    とても影響があると思う 59.2%、若干影響があると思う 30.1% 
 

● 今年の冬場の光熱費を抑えるための対策ＢＥＳＴ5 

膝掛けや厚手のソックスなどを使用する（＝厚着をする） 41.5% 

できるかぎり温熱効果の高い下着などを住まいでも着用する 36.9% 
家族が集うリビングなどを集中的に暖める 32.9% 

エアコンの設定温度を低めにする 32.4% 

部屋全体でなく、ピンポイントで暖める暖房機器（＝こたつなど）を使用する 22.5% 
   

● 光熱費を抑えるための努力と、ウイルス対策として求められている定期的な換気方法に関する意識 

室内の温度を下げずに換気できるシステムが欲しいと思う 29.1% 
光熱費がかかるが、ウイルス対策を優先して窓を開けての定期的な換気を行うつもり 21.7% 

朝などまだ室内が暖まっていない時に集中して換気したいと思う 19.0% 
 

● 冬場、暖房をしても、家の中が寒く感じることがある方が 63.7％ 
 

● 冬場、家の「寒さ」に関するお困りごとＢＥＳＴ3 ※冬場、暖房をしても、家の中が寒く感じることがある方が回答 

リビングに比べて、それ以外の部屋（脱衣所やお風呂、トイレなど）の温度差が大きい 48.3% 

とにかく足元が冷える 39.9% 

寒暖差により窓などの結露が発生する 33.5% 
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■調査結果（詳細） 

 

Ｑ1．今年の冬、電力、ガス、灯油などが高騰すると、自宅の光熱費に影響があると思いますか？ 

 実数 比率 

とても影響があると思う 394 59.2% 

若干影響があると思う 200 30.1% 

変わらないと思う 32 4.8% 

あまり影響は無いと思う 13 2.0% 

全く影響は無いと思う 8 1.2% 

わからない 18 2.7% 

計 665 100.0％ 

 

Ｑ2．今年の冬場、光熱費を抑えるための対策をいくつでもお選びください。（ＭＡ） Ｎ＝626 

  ※Ｑ1．で、「とても影響があると思う」「若干影響があると思う」「変わらないと思う」の回答者 626名に質問 

 実数 比率 

膝掛けや厚手のソックスなどを使用する（＝厚着をする） 260 41.5% 

できるかぎり温熱効果の高い下着などを住まいでも着用する 231 36.9% 

家族が集うリビングなどを集中的に暖める 206 32.9% 

エアコンの設定温度を低めにする 203 32.4% 

部屋全体でなく、ピンポイントで暖める暖房機器（＝こたつなど）を使用する 141 22.5% 

使い捨てカイロなどを使用する 112 17.9% 

窓に断熱シート等を貼り付ける 80 12.8% 

サーキュレーターなどで空気を循環させる 79 12.6% 

暖房器具をできるかぎり省エネタイプのものに取り替える 78 12.5% 

窓のカーテンを厚手な物に変える 76 12.1% 

家の隙間を隙間テープなどで埋める 65 10.4% 

断然効果の高いサッシなどに変える 38 6.1% 

リフォームなどで家全体の断熱性を高める 33 5.3% 

その他 9 1.4% 

特に無い 70 11.2% 

わからない 18 2.9% 

 

Ｑ３．光熱費を抑えるための努力と、ウイルス対策として求められている定期的な換気方法について、 

あなたの考えに近いものをいくつでもお選びください。（ＭＡ） Ｎ＝626 

  ※Ｑ1．で、「とても影響があると思う」「若干影響があると思う」「変わらないと思う」の回答者 626名に質問 

 実数 比率 

室内の温度を下げずに換気できるシステムが欲しいと思う 182 29.1% 

光熱費がかかるが、ウイルス対策を優先して窓を開けての定期的な換気を行うつもり 136 21.7% 

朝などまだ室内が暖まっていない時に集中して換気したいと思う 119 19.0% 

光熱費を抑えるため、できるかぎり窓を開けての換気の頻度を少なくしたいと思う 101 16.1% 

24時間換気システムが入っているので特に換気は気にしていない 101 16.1% 

光熱費削減を優先してほとんど換気しないと思う 82 13.1% 

ウイルス対策だけであれば換気の必要は無いと思う 50 8.0% 

全熱交換型の換気システムが入っているので、換気での光熱費は気にならない 44 7.0% 

その他 15 2.4% 

わからない 94 15.0% 

 

 



 

 

Ｑ4．冬場、あなたの自宅は、暖房をしても、家の中が寒く感じることがありますか？（ＳＡ） 

 実数 比率 

とても寒く感じる 114 17.1% 

少し寒く感じる 310 46.6% 

ちょうど良い温度である 144 21.7% 

比較的暖かい 66 9.9% 

半そででもすごせるくらい暖かい 7 1.1% 

わからない 24 3.6% 

計 665 100.0％ 

 

Ｑ5．冬場、あなたの家の「寒さ」に関するお困りについて該当するものをいくつでもお選びください。（ＭＡ） Ｎ＝424 

    ※Ｑ4．で「とても寒く感じる」「少し寒く感じる」を選択した 424人に質問 

 実数 比率 

リビングに比べて、それ以外の部屋（脱衣所やお風呂、トイレなど）の温度差が大きい 205 48.3% 

とにかく足元が冷える 169 39.9% 

寒暖差により窓などの結露が発生する 142 33.5% 

エアコンの暖房だけだと暖かくなるまでに時間がかかる 109 25.7% 

隙間風がある 98 23.1% 

断熱性が低く、どんなに暖房しても、家全体が暖かくなりにくい 87 20.5% 

暖かい空気が上に止まり、部屋全体を循環しない 77 18.2% 

何種類かの暖房器具を一度に使うと電気容量がオーバーする（＝ブレーカーが落ちる） 36 8.5% 

その他 4 0.9% 

冬場、自宅の「寒さ」に関する困りごとは無い 14 3.3% 

 

■調査概要 

・有効回答：665 

・調査対象：一戸建てにお住まいの 20歳以上の既婚女性 

 実数 比率 

20代 111 16.7% 

30代 139 20.9% 

40代 138 20.8% 

50代 138 20.8% 

60代以上 139 20.9% 

全体 665 100.0% 

・調査時期：2021年 12月 16日から 12月 24日 

・調査地域：全国（沖縄を除く） 

 【地域】 

  北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方 全体 

実数 40 43 247 112 120 24 18 61 665 

比率 6.0% 6.5% 37.1% 16.8% 18.0% 3.6% 2.7% 9.2% 100.0％ 

・調査方法：ＷＥＢ調査 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■参考 

 

●ＬＩＸＩＬ住宅研究所の「すごい家」について 

2021年 10月 23日から全国に販売を拡大したＬＩＸＩＬ住宅研究所の「すごい

家」では、業界最高水準の断熱性能“ＨＥＡＴ20 Ｇ3”を達成し、冬場どこにい

ても暖かい家を追求するとともに、暖めた熱を逃さず、外からの空気をきれい

にして取り込むテクノロジーと家の中の空気をきれいにして循環するテクノロ

ジーにより、ニーズの高い『窓を開けずに計画的な換気』ができます。 
▶️ 越谷の「すごい家」のモデルハウス 

●テーマ ＴＨＥＲＭＯ ▶️ 冬場どこにいても暖かい家 

冬の寒さと健康の相関関係に注目し、健康のために一年中適度な室温の家を設計。さらに、全館空調と高断熱性能で、

部屋間や部屋の上下の温度差を解消しています。 

   【テクノロジー】 

▶️ 全館ダクトレス空調システム 

全館ダクトレス空調システムと 24時間熱交換換気を合わせることで、 

室内の空気を常にきれいな状態に保ち、さらに熱交換換気で 

温度環境も一定に保ちます。冷暖房は、セントラルエアコンを 

設置し、1台のエアコンで家全体に適温の空気を送ります。 

▶️ １階と２階の間の空間（階間）を空調・換気のチャンバーとして利用 

することでダクトレスを実現し、施工性・メンテナンス性を向上します。 

▶️ 業界最高水準の断熱性能“ＨＥＡＴ20※ Ｇ3” 

平成 28年の省エネ基準やＺＥＨ適合基準の上をいく 

“ＨＥＡＴ20”の最高グレードとなるＧ3の断熱性能基準を 

クリアしています。熱の逃げにくさを示すＵＡ値がＧ3基準 

の 0.23Ｗ／㎡•Ｋを実現しました。 
※ ＨＥＡＴ20：研究者、住宅・建材生産者団体の有志によって 2009年に発足した団体「一般社団法人 20年先を見据えた日本の 

高断熱住宅研究会」の略称。またＨＥＡＴ20は、断熱の新しい基準の総称としても使われています。 

 

●テーマ ＡＩＲ ＱＵＡＬＩＴＹ ▶️ いつも空気がきれいな家 

冬の寒さ、春の花粉、外のほこり、細菌やウイルスなどが気になって窓を開けたくないという住まい手の声に応えるための

テクノロジーです。外からの空気をきれいにして取り込むテクノロジーと家の中の空気をきれいにして循環するテクノロジ

ーで『窓を開けずに計画的な換気』ができます。 

【テクノロジー】 

▶️ 24時間熱交換換気システム&高気密性能 

家全体の空調システムを 1、2階の階間に集約しています。24時間 

換気システムの空気の流れを利用し、屋外空気・全館の空気を階間 

に集め、高性能フィルター、光触媒のテクノロジーでクリーンな空気を 

循環させます。この「窓を開けないで計画的に換気」は、C値 0.2※ 

の高気密性能があればこそ実現したものです。 
※建物の気密性能の指標。数値が小さいほど優れた気密性があります。 

尚、数値は越谷モデルハウスの実測値になります。 

▶️ 光触媒担持チタンメッシュ（仮称）採用空気清浄機能 

階間に集めた屋外空気・全館の空気は、光触媒担持チタンメッシュ 

フィルターを採用した空気清浄機を通すことで、ウイルス・細菌なども 

光触媒技術で分解※することが可能です。 
※現在、当社実物件にて実証実験計画中です。 

▶️  光触媒塗布床材「清潔すこやかフロア」 

蛍光灯やＬＥＤ などの室内光により、床に付着・蓄積する菌・カビ・ 

ウイルス、臭いやＶＯＣ（揮発性有機化合物）等を分解できる先端 

技術“可視光応答型光触媒”で、室内環境を清潔にするフローリン 

グ「清潔すこやかフロア」を採用しています。 

 

 



 

 

◆当社概要 

会社名     株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所  

代表者     代表取締役社長 加嶋 伸彦 

本社所在地  〒136-8535 東京都江東区大島2-1-1 

ＵＲＬ      【株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所】 https://www.lixil-jk.co.jp/ 

 

◆ＬＩＸＩＬ住宅研究所 概要 

住宅及びビル建材・設備機器の製造販売・住宅フランチャイズチェーンの運営など、総合的な住生活関連事業を

展開するＬＩＸＩＬの一員です。 

住宅フランチャイズチェーン事業の運営を担う企業として、アイフルホーム、フィアスホーム、ＧＬホームの3ブラン

ドを展開し、国内最大級の住宅フランチャイズチェーン事業を展開しています。 

 

 


